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(57)【要約】
【課題】安定性と安全性の高い車輪の増速機構を提供す
ること
【解決手段】車軸貫通用のホールを備えた内側ケースと
、内側ケース内面の端部に取り付けられたチェーンガイ
ドと、ペダル付きクランクと、このペダル付きクランク
の回転軸が貫通する外側ケースと、内側ケースのホール
を貫通する車軸の先端に取り付けられ内側ケースと外側
ケースにより形成されるケース内に位置する車軸歯車と
、この車軸歯車とチェーンガイドとにかけられるチェー
ンと、ペダル付きクランクと一体化されておりケース内
部でチェーンと噛み合う内歯の大型歯車とを有し、車軸
の回転中心と大型歯の回転中心とペダル付きクランクの
回転軸の回転中心が一致する増速駆動機構。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　車軸貫通用のホールを備えた内側ケースと、内側ケース内面の端部に取り付けられたチ
ェーンガイドと、ペダル付きクランクと、このペダル付きクランクの回転軸が貫通する外
側ケースと、内側ケースのホールを貫通する車軸の先端に取り付けられ内側ケースと外側
ケースにより形成されるケース内に位置する車軸歯車と、この車軸歯車とチェーンガイド
とにかけられるチェーンと、ペダル付きクランクと一体化されておりケース内部でチェー
ンと噛み合う内歯の大型歯車とを有し、車軸の回転中心と大型歯の回転中心とペダル付き
クランクの回転軸の回転中心が一致する増速駆動機構。
【請求項２】
　請求項１に記載の増速駆動機構を備えた自転車。
【請求項３】
　請求項１に記載の増速駆動機構を備えた車いす。
【請求項４】
　請求項１に記載の増速駆動機構を前輪に装着し、ハンドルとフォークを支えるヘッドチ
ューブと、一端がサドルに連結され他端がヘッドチューブとそのフォークの出口付近で連
結されたシートチューブと、一端がサドルに連結され他端が後輪軸部分に連結されたシー
トステイとを備えた自転車。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は自転車の車輪、特に前輪駆動方式の自転車の前輪、車椅子の車輪等、車輪軸を
クランクやペダル等で駆動する場合における増速のための増速駆動機構、及び、前輪に増
速駆動機構を用いた自転車の簡素化されたフレーム構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自転車等に用いる増速駆動機構は、種々提案されている。たとえば、特許文献１には増
速機構を備えた前輪駆動式の自転車が記載されている。この自転車の前輪増速機構は、前
輪の車軸に設けた歯車に、クランク及びペダルと連結された内歯の大型歯車を直接かみ合
わせ駆動・増速するものであるが、駆動力の伝達点は歯車がかみ合う部分だけであり負荷
のバランスに偏りがあり、大小２つの歯車のずれによって危険な状況も生じる。さらに、
この例では前輪軸と大型歯車の軸は一致せず同心円にはならない。また、他の例として特
許文献２には前輪駆動にチェーンを使用する例が記載されているが、構造が複雑化する。
【特許文献１】特開平６－０９９８７１号公報
【特許文献２】特開２００６－２１５５４号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載された自転車の前輪の増速機構ではペダルの回転軸と車輪の回転軸の
位置がずれる。具体的には大型歯車の回転軸がペダルの回転軸となり、前輪の車軸とは同
心円の配置にはならない。しかし、車輪の回転軸とペダルの回転軸が同じなのが普通であ
るから、これは操縦者にとって馴染みのない構造であり、脚がペダルを押す下向きの力の
方向が地面とタイヤの接触部と一致せず操縦者によっては不安定感が増す。また、自転車
以外で使用される車輪に応用する際の制約条件ともなる。また、ペダルからの駆動力の伝
達点が２つの歯車のかみ合う部分に限られ、負荷のバランスや、安全性にも問題が生じ得
る。
【０００４】
　自転車前輪に特許文献１に記載された増速駆動機構を取り付けても構造が簡素化されず
、自転車の折り畳みが複雑になる。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本考案の増速駆動機構は、車軸貫通用のホールを備えた内側ケースと、内側ケース内面
の端部に取り付けられたチェーンガイドと、ペダル付きクランクと、このペダル付きクラ
ンクの回転軸が貫通する外側ケースと、内側ケースのホールを貫通する車軸の先端に取り
付けられ内側ケースと外側ケースにより形成されるケース内に位置する車軸歯車と、この
車軸歯車とチェーンガイドとにかけられるチェーンと、ペダル付きクランクと一体化され
ておりケース内部でチェーンと噛み合う内歯の大型歯車とを有し、車軸の回転中心と大型
歯の回転中心とペダル付きクランクの回転軸の回転中心が一致するように構成されている
。
【０００６】
　本考案の自転車は、上記の増速機構を備えている。
【０００７】
　本考案の車いすは、上記の増速機構を備えている。
【０００８】
　本考案の自転車は、上記の増速駆動機構を前輪に装着し、ハンドルとフォークを支える
ヘッドチューブと、一端がサドルに連結され他端がヘッドチューブとそのフォークの出口
付近で連結されたシートチューブと、一端がサドルに連結され他端が後輪軸部分に連結さ
れたシートステイとを備えている。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案の増速駆動機構は、車軸歯車の回転中心と駆動用の大型歯車の回転中心位置を一
致させることができ、従って、車輪全体の軸とペダル及びクランクの回転軸を一致させる
ことができる。車軸歯車の回転軸と増速駆動機構のペダルの回転軸を一致させる配置の場
合は、力学的に安定し、操縦者によるペダルを下方に押す力を効果的に吸収でき安定性と
安全性が向上し、操縦者に与える不安定感を無くすことができる。また、チェーンの使用
によって歯車同士を直接かみ合わせる場合に比べ歯車上で駆動力が伝達される領域が広が
り、各パーツへの負荷が分散され安全性も増す。さらに、図５、図６のように、ケースの
上下方向にチェーンガイドを設ければ、大型歯車が垂直方向からチェーンにかみ合うこと
ができ、重力の方向とも一致して高速回転時にも強く安定したチェーンの駆動が可能であ
る。
【００１０】
　本考案の自転車は、上記の増速機構を前輪に装着し、シートチューブをサドルとヘッド
チューブのフォーク出口付近に接続することにより、フレーム構造からトップチューブ、
ダウンチューブ、及び、チェーンステイを省き簡素化することができる。そのため、製造
の際に部品数の減少と工数の削減を図ることができる。また、折り畳みの機構を付加する
場合にも、簡単な構造の折り畳み機構で足りる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本考案の一実施形態である増速駆動機構２の構成と作用を、自転車の前輪１に応用する
場合を例として図面を参照して説明する。最終的には図１のように前輪１の両側面にそれ
ぞれ増速駆動機構２を取り付ける。操縦者の体重と自転車の自重の一部はフォーク１２ｂ
から車軸５ａに伝えられ前輪１の接地部により支持される。フォーク１２ｂは、ハンドル
（図示せず）による方向操作ができるように、ヘッドチューブ１２に連結されており、そ
の上部にはハンドルが取り付けられている。自転車の操縦者は二つのペダル付きクランク
３を回転させ、その回転は、後述するように内側ケース８と外側ケース９により形成され
るケース１６の内部に設けられた大型歯車１０とチェーン１１とを介して車軸歯車５（図
５参照）に伝えられ、車軸５ａを回転させる。大型歯車１０の回転中心とペダル付きクラ
ンクの回転軸４の回転中心と車軸５ａの回転中心はいずれも一つの直線Ａで一致している
。内側ケース８はフォーク１２ｂとフォーク取り付け板１２ｄに、ネジ穴１２ｆ（図２参
照）を通してネジ止めで固定されていいる。外側ケース９の中央部をペダル付きクランク
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の回転軸４が貫通している。
【００１２】
　図２（ａ）に示すように、車軸５ａの先端には車軸歯車５が取り付けられている。図２
（ｂ）及び図２（ｃ）に示すように、車軸歯車５は、フォーク１２ｂの下部の通常の車軸
受けを備えたホール１２ｅを通る車軸５ａの先端に設けられ、ケース１６（図１参照）の
内部に配置される。車軸を中心に放射状に配置されたスポークは、両端が車軸５ａと前輪
１にそれぞれ固定されているので、車軸５ａを回転させると前輪１が回転する。なお、図
２（ａ）、図２（ｂ）、図２（ｃ）は前輪１の片面の車軸５ａと車軸歯車５だけが示され
ているが、他面も同じ構造となる。
【００１３】
　内側ケース８と外側ケース９の斜視図を図３に示す。内側ケース８は、たとえばプラス
チック製の円盤状の部材で、車軸貫通用のホール６と内面６ａの端部に取り付けられたチ
ェーンガイド７が備わっている。内側ケースのネジ穴１２ｇは、フォーク側のネジ穴１２
ｆと一致する位置に設けてある。チェーンガイド７は、車軸貫通用のホール６を中心とし
て対称位置に設けるのを本考案の標準とし、図３では上下及び左右の４カ所に対称的に設
けている。車輪１の大きさや車軸歯車５の大きさ等によっては、効果的に車軸５ａを駆動
するために、非対称的な配置をとることもできる。車軸５ａ（図２参照）は、回転に障害
が生じないように、隙間をベアリング等で塞がれたホール６を貫通している。
【００１４】
　外側ケース９は、たとえばプラスチック製のドーム状部材で、その中央部ではペダル付
きクランクの回転軸４が貫通している。ペダル付きクランクの回転軸４は、外側ケース９
の中央部に設けられた、たとえばボールベアリングにより、回転可能に保持されている。
【００１５】
　内側ケース８と外側ケース９は、たとえばそれぞれの外周部分をネジ止めすることによ
り結合され、内部に車軸歯車５とチェーンガイド７と大型歯車１０とチェーン１１（図５
参照）を収容するケース１６を形成する。ペダル付きクランク３と一体化された大型歯車
１０（図５参照）をケース１６の内部に収容することにより、ペダル付きクランク３が外
側方向に逸脱するのを防止している。
【００１６】
　一体に構成された大型歯車１０とペダル付きクランク３の正面図と側面図をそれぞれ図
４（ａ）と図４（ｂ）に示す。大型歯車１０は、リング状の部材の内側の面にチェーン１
１（図５参照）とかみ合う内歯を設けたもので、ケース１６の内部でスポーク１０ａを介
してペダル付きクランクの回転軸４に一体的に取り付けられている。
【００１７】
　チェーン１１の掛け方については図５で説明する。内側ケース８の車軸貫通用のホール
６（図３参照）を通った車軸５ａの先端に取り付けられた車軸歯車５の左右でかみ合うよ
うにチェーン１１を装着し、チェーン１１の上下両端はチェーンガイド７にかける。
【００１８】
　チェーンガイド７の側面図を図６（ｂ）に、正面図を図６（ｃ）にそれぞれ示す。チェ
ーンガイド７は、略楕円柱状の部材としてあり、その一端が内側ケース８に固定されてい
る。チェーンガイド７の外側部分でチェーン１１は内歯をもった大型歯車１０の内歯とか
み合うので、チェーンガイド７は、図６（ａ）及び図６（ｂ）のようにチェーン１１と大
型歯車１０が激しい回転時にも外れないように、周辺部のうち少なくともチェーン１１が
かけられる部分は、十分深く凹状にして大型歯車１０も十分保持できるようにし、その凹
面は滑らかに仕上げる。また、チェーンと接する部分の形状は、チェーン１１を確実に大
型歯車１０にかみ合わせるとともに、チェーン１１がスムーズに移動できるようにするた
め、大型歯車１０の内径よりやや小さい曲げ半径を持つ円弧状とすることが望ましい。ま
た、チェーンガイド７は、激しい回転時にも外れないように大型歯車１０を安定させる働
きもするため、図５、図６（ａ）のようにチェーンがかけられないチェーンガイド７（左
右の２個）も、チェーン１１がかけられるチェーンガイド７（上下の２個）と同様に仕上
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げる。
【００１９】
　このチェーン１１を駆動するための内歯をもった大型歯車１０の配置を図６（ａ）で示
す。図６（ａ）では外側ケース９は省略されている。円形の大型歯車１０の中心は車軸歯
車５の中心と一致し、２つの歯車は同心円の関係になる。大型歯車１０の内歯は内側ケー
ス８の両端に設けられたチェーンガイド７の外側に沿ってかけられたチェーン１１とかみ
合う。ペダル付きクランク３が回転することで大型歯車１０が回転し、かみ合ったチェー
ン１１が同じ向きに回転し、さらに、車軸歯車５も同じ向きに回転する。
【００２０】
　チェーン１１のかけ方は、図５及び図６（ａ）に示した態様には限定されない。チェー
ン１１の一部を車軸歯車５に直接かけることができ、かつ、チェーン１１の他の一部を大
型歯車１０の内歯にかけることができれば、チェーンガイド７の位置、配置個数は任意で
ある。また、チェーンガイド７の形状も、この実施形態で説明したものには限定されない
。チェーン１１と接する部分でチェーン１１を滑動させることができれば、どのような形
状でもよい。
【００２１】
　また、増速駆動機構２にはチェーン１１の代わりに内歯と外歯の双方を供えたドーナツ
型の歯車を使用して、ドーナツ型の歯車の内歯で車軸歯車５を駆動し、ドーナツ型の歯車
の外歯で大型歯車１０とかみ合うようにして、ペダルの回転力を車軸歯車５に伝達するこ
ともできる。この場合も車軸の回転中心と大型歯車の回転中心とペダル付きクランクの回
転軸の回転中心が一致する。ドーナツ型の歯車の安定にはチェーンガイド７と類似のガイ
ドが使用されるが、基本的にはチェーン１１による駆動と同じである。
【００２２】
　大型歯車１０と車軸歯車５の歯数の組み合わせによって、ペダル付きクランク３が１回
転するときの前輪１の回転数が決まる。増速するためには、大型歯車１０の歯数を車軸歯
車５の歯数より多くする。前輪１の直径が普及型の後輪駆動の自転車の前輪より小さくて
も、本増速駆動機構２によってペダル付きクランク３の１回転当たりの進行距離がペダル
で直接前輪１を駆動する場合に比べ大きくなり、操縦者は楽に速度をあげることができる
。
【００２３】
　増速駆動機構２は、チェーン１１をチェーンガイド７により大型歯車１０の内歯と車軸
歯車５にかけることができるように位置決めし、大型歯車１０と一体となっているペダル
付きクランク３の回転を車軸歯車５に伝達するように構成され、車軸５ａの回転軸と大型
歯車１１の回転軸とペダル付きクランク３の回転軸は一致している。そのため、力学的に
安定し、操縦者がペダル付きクランク３を上から下方向に回したときに生じる下向きの力
を効果的に吸収でき安定性と安全性が向上し、操縦者に与える不安定感を無くすことがで
きる。これは、増速駆動機構２を自転車の前輪に適用する場合に顕著である。また、チェ
ーン１１を介して大型歯車１０の回転を車軸歯車５に伝達することによって、歯車同士を
直接かみ合わせる場合に比べ車軸歯車５上で駆動力が伝達される領域が広がり、各パーツ
への負荷が分散され安全性も増す。特にチェーン１１を図５のように垂直方向に渡した場
合は、大型歯車１０とのかみ合わせ、及び、チェーン１１の動きが重力の効果で強くなり
、効果的な駆動力が得られる。
【００２４】
　この増速駆動機構２を前輪１に取り付けた自転車１７の外観を図７に示す。自転車１７
は、ハンドル１２ａ、フォーク１２ｂ、これらを保持するヘッドチューブ１２、増速駆動
機構２を取り付けた前輪１、シートチューブ１３、シートステイ１４、後輪１４ａ、操縦
者が腰掛けるサドル１５を備えている。自転車のフレーム構造として一般的なダイヤモン
ドフレームではシートチューブの下端は、サドルの下方のやや前輪よりに位置するボトム
ブラケットシェルでチェーンステイ及びダウンチューブと接続される。しかし、自転車１
７では、シートチューブ１３の上端はサドル１５に、下端はヘッドチューブ１２のフォー
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ク出口１２ｃ付近に接続されている。シートステイ１４は、上端をサドル１５に、下端を
後輪の軸部１４ｂに接続されている。
【００２５】
　このような構成としたため、自転車１７のフレーム構造からトップチューブ、ダウンチ
ューブ、及び、チェーンステイを省くことができる。また、通常の後輪駆動式の自転車で
あればサドルの下方に設けられるペダルで後輪を駆動するために必要なチェーンも不要に
なる。ただし、構造の強度を保つために、フレームパイプ（シートチューブ１３とシート
ステイ１４）には強度の十分なものを使用する必要があるが、最近の素材技術の進歩によ
り、そのようなフレームパイプも安価に製造できる。
【００２６】
　そのため、フレーム構造を簡素化することができ、製造の際に部品数の減少と工数の削
減を図ることができる。また、折り畳みの機構を付加する場合にも、後輪駆動用のチェー
ンやダウンチューブの処理方法を考慮する必要が無く、簡単な構造の折り畳み機構で足り
る。たとえば、シートチューブ１３とサドル１５の連結部及びシートステイ１４とサドル
１５の連結部をそれぞれロック可能なヒンジ構造とすれば、上記二つ連結部を回転させて
前輪１と後輪１４ａの間隔を狭めるように折りたたむことができる。
【００２７】
　増速駆動機構２は、自転車に限らず車輪をクランクやペダル等で駆動する乗り物一般に
適用することができる。たとえば、車いすに適用する場合には、左右の車輪のそれぞれ外
側に増速駆動機構２を設けるようにすればよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】車輪の両側面に取り付けられた増速駆動機構の正面図
【図２】図２（ａ）は車軸に取り付けられた車軸歯車の斜視図、図２（ｂ）はフォークを
貫通する車軸の斜視図、図２（ｃ）は増速駆動機構の取り付け板を備えたフォークの斜視
図
【図３】増速駆動機構の内側ケース、チェーンガイド及びペダル付きクランクの斜視図
【図４】図４（ａ）はペダル付きクランクと大型歯車の正面図、図４（ｂ）は同側面図
【図５】車軸歯車及びチェーンガイドとかみ合うチェーンの側面図
【図６】図６（ａ）は車軸歯車及びチェーンとかみ合う大型歯車の側面図、図６（ｂ）は
チェーンガイドの側面図、図６（ｃ）はチェーンガイドの正面図
【図７】前輪に増速駆動機構を備え、簡素化されたフレームを有する自転車の外観図
【符号の説明】
【００２９】
１・・・前輪、２・・・増速駆動機構、３・・・ペダル付きクランク、４・・・ペダル付
きクランクの回転軸、５・・・車軸歯車、５ａ・・・車軸、６・・・車軸貫通用のホール
、７・・・チェーンガイド、８・・・内側ケース、９・・・外側ケース、１０・・・大型
歯車、１０ａ・・・スポーク、１１・・・チェーン、１２・・・ヘッドチューブ、１２ａ
・・・ハンドル、１２ｂ・・・フォーク、１２ｃ・・・フォーク出口、１２ｄ・・・増速
駆動機構の取り付け板、１２ｅ・・・車軸受けとなるホール、１２ｆ・・・フォーク側の
ネジ穴、１２ｇ・・・内側ケースのネジ穴、１３・・・シートチューブ、１４・・・シー
トステイ、１４ａ・・・後輪、１４ｂ・・・後輪の軸部、１５・・・サドル、１６・・・
ケース、１７・・・自転車
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